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６
月
27
日
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
に

お
い
て
、
開
村
１
３
０
年
・
町

政
施
行
65
周
年
・
綾
川
町
姉
妹

町
締
結
45
周
年
の
記
念
式
典
が

盛
会
に
開
催
さ
れ
、
綾
川
町
の

前
田
町
長
、
河
野
町
議
会
議
長

等
の
来
賓
の
外
、
町
名
誉
町
民

や
町
政
功
労
者
、
町
議
会
議
員

約
１
３
０
名
の
参
列
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
陸
上
自
衛
隊
第
２

音
楽
隊
の
隊
員
に
よ
る
国
歌
独

唱
で
始
ま
り
、
本
町
発
展
の
た

め
に
ご
尽
力
さ
れ
た
先
人
に
対

し
て
の
黙
祷
、
町
の
明
日
を
担

う
小
学
生
の
代
表
児
童
が
町
民

憲
章
を
朗
唱
。
そ
の
後
の
町
長

の
式
辞
で
は
、
開
村
以
来
の
歴

史
を
振
り
返
り
「
先
人
の
偉
大

な
功
績
に
改
め
て
感
謝
し
、
こ

の
開
村
１
３
０
年
を
契
機
と
し
て

輝
か
し
い
未
来
に
向
い
町
勢
伸
展

の
た
め
に
町
民
の
皆
様
と
同
じ
価

値
観
を
共
有
し
な
が
ら
、
住
ん
で

い
る
皆
さ
ん
が
幸
せ
を
実
感
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
に
粉
骨
砕
身
努
力

し
ま
す
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
記
念
式
典
に
併
せ
て
、

町
政
の
振
興
に
多
大
な
る
ご
貢
献

を
い
た
だ
い
た
方
に
対
す
る
町
政

功
労
者
顕
彰
が
行
わ
れ
、
前
副
町

長
の
髙
鶴
公
人
氏
に
自
治
功
労
賞
、

前
北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
の
篠
田
雅
氏
と
前
秩

父
別
町
商
工
会
長
の
宇
野
忠
直
氏

に
産
業
功
労
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
贈
ら

開

村

１

３

０

年

開

村

１

３

０

年

町
制
施
行

町
制
施
行
6565
周
年
・
綾
川
町
姉
妹
町
締
結

周
年
・
綾
川
町
姉
妹
町
締
結
4545
周
年
周
年

記
念
式
典
を
開
催

記
念
式
典
を
開
催

祝祝

れ
た
ほ
か
、
開
村
１
３
０
年
記
念

表
彰
と
し
て
、
交
流
体
験
農
園
「
な

つ
み
の
里
」
に
お
い
て
利
用
者
へ

の
サ
ポ
ー
ト
活
動
等
を
行
っ
て
い

る
団
体
「
田
舎
の
親
戚
」
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

町民憲章を朗唱する代表児童町民憲章を朗唱する代表児童

自治功労賞自治功労賞
髙鶴公人髙鶴公人  氏氏

産業功労賞産業功労賞
宇野忠直宇野忠直  氏氏

産業功労賞産業功労賞
篠田雅篠田雅  氏氏

「田舎の親戚」「田舎の親戚」
代表代表  吉澤淳吉澤淳  氏氏
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そ
の
後
、
鈴
木
空
知
総
合
振
興

局
長
を
は
じ
め
、
深
川
市
田
中
市

長
、
綾
川
町
前
田
町
長
か
ら
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
町
内
在
住
の
羽
二
生
渉
さ

ん
が
「
先
輩
た
ち
に
負
け
な
い
情
熱

を
持
ち
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
力
を

合
わ
せ
て
様
々
な
困
難
を
乗
り
越

え
、
住
ん
で
い
る
方
が
幸
せ
を
実
感

し
、
持
続
可
能
な
ふ
る
さ
と
秩
父
別

を
目
指
し
て
、
誠
心
誠
意
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

ご祝辞をいただいた綾川町前田町長ご祝辞をいただいた綾川町前田町長

　

記
念
式
典
終
了
後
、
体
育
館
で

記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
秩
父

別
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
陸
上
自
衛

隊
第
２
音
楽
隊
に
よ
る
記
念
演
奏

の
ほ
か
、
秩
父
別
小
学
校
５
年
生

の
中
原
天
鼓
さ
ん
に
よ
る
キ
ッ
ズ

落
語
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
笑
点
で
お
な
じ
み
の
落

語
家 

林
家
た
い
平
師
匠
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、
ご
講
演
い
た
だ

き
、
町
内
外
か
ら
約
３
０
０
名
が

来
場
し
ま
し
た
。

　

記
念
演
奏
で
は
、
素
敵
な
音
色

で
観
客
を
魅
了
し
、
ア
ン
コ
ー
ル

が
起
こ
る
ほ
ど
会
場
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

誓いの言葉を述べた羽二生渉さん誓いの言葉を述べた羽二生渉さん

◆◆
記
念
講
演
会
を
開
催

記
念
講
演
会
を
開
催

　

中
原
さ
ん
の
キ
ッ
ズ
落
語
で
は
、
古
典
落
語
「
初

音
の
鼓
」
が
披
露
さ
れ
、
軽
妙
な
語
り
口
で
観
客
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

林
家
た
い
平
師
匠
の
講
演
で
は
、「
笑
顔
の
も
と
に

笑
顔
が
集
ま
る
」
を
テ
ー
マ
に
自
身
の
経
験
を
交
え

な
が
ら
楽
し
く
お
話
し
い
た
だ
き
、
会
場
は
終
始
笑

い
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

素敵な音色を響かせた中学校吹奏楽部素敵な音色を響かせた中学校吹奏楽部

迫力のある演奏を披露した陸上自衛隊第２音楽隊迫力のある演奏を披露した陸上自衛隊第２音楽隊

観客を前に熱演する中原天鼓さん観客を前に熱演する中原天鼓さん巧みな話術で会場を盛り上げた林家たい平師匠巧みな話術で会場を盛り上げた林家たい平師匠
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約
５
，
４
０
０
人
が
来
場

好
天
に
恵
ま
れ
盛
大
に
開
催

　

７
月
20
、
21
日
の
２
日
間
、

ベ
ル
パ
ー
ク
ち
っ
ぷ
べ
つ
周
辺

を
会
場
に
「
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
＠
ち
っ
ぷ
べ

つ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
３
年
連
続
の
開
催
と

な
っ
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
家
族
連
れ

な
ど
が
訪
れ
、
２
日
間
で
約
５
，

４
０
０
人
も
の
来
客
を
記
録
し

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
秩
父
別
町
の
ク

イ
ズ
を
解
い
て
豪
華
な
賞
品
が

当
た
る「
宝
探
し
」や
人
気
テ
ー

マ
パ
ー
ク
の
チ
ケ
ッ
ト
を
か
け

た
「
水
風
船
合
戦
」
が
行
わ
れ
、

白
熱
し
た
勝
負
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
ク
レ
ー
プ

等
の
絶
品
グ
ル
メ
や
世
界
各
国

の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
が
販
売
さ

れ
、
人
気
グ
ル
メ
を
味
わ
お
う

と
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

キュービックワンダーランドキュービックワンダーランド＠＠ちっぷべつちっぷべつ

トークショー＆野球教室で会場を盛り上げた西岡剛さん

長蛇の列を作った飲食ブース

　

ま
た
、
元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
の
西
岡
剛
さ
ん
が
来
場

し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
野
球
教

室
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
「
子
ど
も

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
走

り
方
教
室
、
薪
割
り
体
験
、
工

作
コ
ー
ナ
ー
、
子
ど
も
縁
日
な

ど
が
行
わ
れ
賑
わ
い
を
見
せ
た

ほ
か
、
秩
父
別
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
に
よ
る
ド
ン
菓
子
の
無
料

配
布
、
疲
れ
を
癒
す
マ
ッ
サ
ー

ジ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら

れ
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
店
ブ
ー
ス
で
は
、
う
に
め

し
・
タ
コ
ス
・
ピ
ザ
・
串
焼
き
・

熱戦が繰り広げられた「水風船合戦」

３年連続登場のＤＪやついいちろうさん

間近でプロの技術を学んだ野球教室

　

更
に
、
２
日
間
を
通
し
て

様
々
な
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
大
学
生
チ
ー
ム

に
よ
る
ア
カ
ペ
ラ
大
会
、
ヨ
ガ

＆
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
、
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
、
Ｄ
Ｊ

ブ
ー
ス
で
は
３
年
連
続
の
出
演

と
な
っ
た
お
笑
い
コ
ン
ビ
「
エ

レ
キ
コ
ミ
ッ
ク
」
と
し
て
も
活

躍
す
る
、
Ｄ
Ｊ
の
や
つ
い
い
ち

ろ
う
さ
ん
が
会
場
を
盛
り
上
げ

た
ほ
か
、
札
幌
を
拠
点
に
活
動

す
る
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
タ

イ
ト
ル
未
定
」、「
ｉ
ｌ
ｕ
ｘ
ｉ

ｏ
ｎ
」
が
登
場
し
、
会
場
は
熱

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

多くの子どもで賑わった子ども縁日
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新しいコミュニティ施設の概要を紹介します新しいコミュニティ施設の概要を紹介します

　令和８年３月末のＪＲ留萌本線の廃止に伴い、代替交通であるバスの乗り入れができる
待合所などの機能を併せ持つ複合施設を、現商工会館北側に整備します。
　今年度は施設本体の建設を行い、すでにその工事に着工しました。
　来年度に既存商工会館解体及び外構工事等を行う予定で、令和７年度末には完成できる
よう進めています。
　次のとおり施設の概要をご紹介します。

＜完成イメージ＞

＜主な機能＞

●１階

　◆バス待合所（コミュニティホール）

　◆北空知信用金庫秩父別支店

●２階

　◆秩父別町商工会

　◆会議室

　◆多目的室

＜名称を募集しています＞
　施設の名称 『秩父別町複合施設 「〇〇〇」』 の 「〇〇〇」 の部分の名称を、 令和６年８月
19日 （月） まで募集しています。
　応募方法は下記のとおりですので、 多くの町民のみなさまの応募をお待ちしています。
【応募方法】
　　応募用紙の提出又はメールにて応募を受け付けます。
　　応募用紙は、 役場総務課財政 ・ 管財係にて配布されている用紙か、 町ホームページからダ
ウンロードして提出してください。
　　メールで応募の場合は、 役場総務課のアドレス （soumuka@chippubetsu.jp） に、 「氏名」
「住所」 「電話番号」 「名称」 「名称に込めた思い」 を記載し、 送信してください。

お問い合わせ　総務課財政・管財係　電話 0164-33-2111（内線35） ＦＡＸ 0164-33-3466
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～いつまでも安心して住み続けるために～～いつまでも安心して住み続けるために～

高齢者を対象とした各種事業のお知らせ高齢者を対象とした各種事業のお知らせ

　栄養バランスのとれた昼・夕食を、月～金曜日から選択し、業者が弁当を配達します。対
象者には費用の約２分の１を助成します。
　（普通食のほか、低カロリー食、腎臓病食、糖尿病食を選択することもできます。）

対　　象
 　町内在住の65歳以上の住民税非課税世帯で、一人暮らし

 または高齢者のみの世帯

助 成 額 　 １食（837円）につき437円 ※自己負担額400円

そ の 他 　 ご家族の入院中など、一定期間のみの利用も可能です。

宅配食事サービス事業

　町が行っている、高齢者の方が安全で安心に暮らしていただくための各種事業をご
紹介します。
　利用を希望される方は、役場住民課までお問い合わせください。

　　　　　　　　　●共通●　受付期間：通年で申請を受付中
　　　　　　　　　　　　　　申し込み：住民課　電話　０１６４－３３－２１１１

　詐欺等の迷惑電話対策を備えた機器購入時に最大１万円を補助します。（100円未満切捨）
　１世帯１回線、１回限りです。

対　　象  　町内在住の65歳以上の一人暮らしまたは高齢者のみの世帯

対象機器

　 電話受信時に録音することを伝え、会話を自動録音する

 機能を備えた家庭用固定電話機、または同様の機能で固定

 電話に接続する機器

ストップ迷惑電話（迷惑電話対策機器購入補助事業）

　緊急時にボタン一つで深川消防署に通報できるよう、固定電話機に取り付ける直通の機器
の貸し出しと取り付けを無料で行います。（煙センサー付き）

対　　象
 　町内在住の65歳以上の虚弱な一人暮らしまたは高齢者のみ

 の世帯（申請後の審査で、設置の可否を決定します。）

そ の 他
　 緊急時に真っ先に駆けつけるご近所の方(連絡員)を２名

 依頼していただきます。

あんしんフォン（緊急通報システム事業）

　病気や連絡先等を記入した紙をボトルに入れて共通の保管場所（冷蔵庫の指定の場所）に
置いておくことで、救急車などが駆けつけた場合に、必要な情報をいち早く見てもらうこと
ができます。記入用紙とボトルは無料で配付しています。

対　　象  　町内在住の65歳以上の方、その他希望者

そ の 他 　 記入内容に変更等があった場合は、随時各自で修正していただきます。

ちっぷＱ救ボトル配付事業
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　＼ご相談ください／

　商工業振興事業をお知らせします
　町では、町内の魅力ある商店づくりにより商工業の振興を促し、地域経済基盤の安定を図るため、

さまざまな事業を実施しています。

　その事業の詳細と予算額についてお知らせします。

　町内の経営者、または町内で新たに創業しようとする方で、店舗を新築または増改築する
方に補助します。

商業振興店舗等建設促進補助金

補助対象者

 ・町内に住所を有する方

 ・町商工会の会員または会員になることが見込まれる方

 ・店舗の新築等にかかる補助対象経費が 50 万円以上の事業を行う方

 ・完成後５年以上継続して町内で経営する意思を持つ方で建物を 10 年以上使用する方

 ・魅力ある商店づくりを目指した、来客者のための新築等を行う方

 ・当該店舗を固定資産税の課税対象として町に登録しているまたは登録する方　など

補 助 金 額
 ・新たに創業しようと新築等を行う場合は補助対象事業費の２分の１（上限 200 万円）

 ・既に起業している場合は補助対象事業費の４分の１（上限 200 万円）

※事前に商工会へご相談ください。※事前に商工会へご相談ください。

　　予算額 200 万円

　町内の中小企業の方が、秩父別町商工会のあっせんを受け、北海道及び日本政策金融公庫
の融資を受ける場合、利率３％以内の２分の１に相当する額を、10年を限度に補助します。

中小企業融資利子補給事業

事業内容

 ・対象となる融資の上限額は 4,800 万円です（上限を超える額は対象外）

 ◆注意事項

　・商工会のあっせんを受けた融資が対象となりますので、融資を受ける前に商工会にご相談

　　ください。

　　予算額 27 万円

　新しい産業の開発と地域振興を図るため、地元の農作物等を利用した特産品開発等の
事業にかかる費用や、商店街の活性化事業に関する経費の一部を交付します。

商工業活性化対策交付金

交付対象
となる活動

 ・商店街の活性化のための活動　・特産品または新製品の開発

 ・新製品開発のための試験、研究または調査　など

交 付 金 額

 ・事業に必要な経費の２分の１

 ※ただし、次に掲げる事業に対しては４分の３を上限とします。

 ・観光振興も含めた商工業の活性化が図られる事業

 ・交付対象活動に取り組む団体の発足時における各種研修等事業

 ・その他町長が特に認めた事業

※事前にご相談ください

　　　　　　　　　　　お問い合わせ　役場産業課商工係　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線 64）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　秩父別町商工会　　電話 ０１６４－３３－２４５９

※事前に商工会へご相談ください。※事前に商工会へご相談ください。
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いきいきちっぷ'Ｓいきいきちっぷ'Ｓ

【いつにしよう？】【いつにしよう？】
　希望日を選択　　　　　 

【どこで受けよう？】【どこで受けよう？】
　４つの指定病院

　　・深川市立病院 
　　・旭川赤十字病院
　　・旭川厚生病院
　　・沼田厚生クリニック

【お金は？】【お金は？】
  ３万～４万５千円
　町の助成は一律 15,000 円一律 15,000 円

お問い合わせ　住民課健康推進係　電　話 ：０１６４ー３３－２１１１（内線48・49）
　　　　　　　　　ＦＡＸ：０１６４－３３－３４６６ 

【どの日にしよう？】【どの日にしよう？】　

令和６年 10月 16日（水）

17日（木）◆

18日（金）♥

◆乳・子宮あり、◆乳・子宮あり、♥♥女性の日（乳・子宮あり）女性の日（乳・子宮あり）

【お金は？】【お金は？】

　　　全額助成　　　全額助成

自由！詳しい検査！自由！詳しい検査！

Ｒ６Ｒ６ 健健診診案案内内

82％82％の方がの方が２年連続２年連続で受けていますで受けています

人間ドック住民健診
早い！自己負担ゼロ！早い！自己負担ゼロ！

申 込 み は こ ち ら申 込 み は こ ち ら
ＬＩＮＥ・来所・ＦＡＸ・電話いずれもＯＫ

LINE で
予約

※８月～ LINE 予約開始！
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戸別受信機の受信状況の
　　　　　　　 確認をお願いします

　町では、令和２年度の防災行政無線の更新に伴い、各世帯に戸別受信機を無償貸与して

います。大雨、洪水による避難情報や、全国瞬時警報システム（Ｊアラート）による緊急

地震速報などの緊急情報を聞き逃さないためにも、日頃から受信状況の確認をお願いしま

す。

　また、現在設置していない世帯で設置を希望される場合は、総務課防災係までご連絡く

ださい。

●放送時間に不在の場合は、録音機能により受信確認ができます

　昼（12 時 15 分）と夜（20 時）の定時放送の時間に自宅に不在の場合でも、戸別受信機

の『録音』ボタンを押しておくことで、帰宅時に再生することができます。

録音ボタンランプの状態について

　点いていない　→放送を録音しない状態。

　緑に点灯　　　→放送を録音する状態。

　緑と橙が点滅　→録音する状態かつ聞いて

　　　　　　　　　いない放送がある状態。

　橙に点滅　　　→録音しない状態かつ聞い

　　　　　　　　　ていない放送がある状態。

録音された放送は、『再生 / 次へ』ボタンを

押すと、最新の放送から再生されます。

停止するときは『緊急解除 / 停止』ボタンを

押します。

●頻繁に受信できない場合

　天候や設置場所、周辺環境の変化などにより、放送が受信できなくなることがあります。

　次の方法で改善する場合がありますのでお試しください。

・戸別受信機を別の場所に移動する。

・アンテナの向きを変えてみる。

・受信機の近くに電化製品を置くと、受信状況が悪くなる場合があるので、その電化製品

 の場所を変えてみる。

以上のことを試しても受信状況が改善しない場合は、総務課防災係までご連絡ください。

●放送内容のメール配信を行っています

　職場や外出先など、町外にいても無線放送の内容が確認で

きるメール配信を行っています。

　ＱＲコードから簡単に登録できますので、ぜひご利用くだ

さい。

　なお、メール配信は一斉放送の内容のみです。地域別放送

の配信は行っていません。

配信登録用 QR コード

空メール送信後、返信があ
りますので、案内に従って

登録してください。

お問い合わせ　総務課防災係  電話 ０１６４－３３－２１１１（内線32・34）
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令
和
６
年
第
２
回
町
議
会
定

例
会
が
６
月
13
日
に
開
催
さ

れ
、
承
認
２
件
、
報
告
２
件
、

条
例
の
改
正
１
件
、
補
正
予
算

２
件
、
工
事
請
負
契
約
１
件
、

意
見
案
２
件
を
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
金
子
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
理
事
者
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

◎
補
正
予
算

◎
補
正
予
算

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
に

つ
い
て
は
、
定
額
減
税
調
整

給
付
金
１
，
９
２
４
万
円
、
診

療
所
業
務
委
託
収
益
補
償
金

４
８
６
万
円
な
ど
合
わ
せ
て
計

４
，
７
１
１
万
円
を
追
加
し
、

60
億
１
，
１
４
８
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
特
定

健
診
受
診
率
向
上
を
図
る
た

め
の
事
業
47
万
円
を
追
加
し
、

４
億
79
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

●
補
正
予
算
の
主
な
も
の

・
住
民
税
非
課
税
等
世
帯
給
付

金　
　
　
　
　

９
１
０
万
円

・
商
工
振
興
対
策
事
業
補
助
金

　

（
指
導
用
車
両
購
入
）

１
６
０
万
円

・
診
療
所
心
電
図
用
デ
ー
タ
レ

コ
ー
ダ
ー
交
換　
　

81
万
円

◎
承
認
案
件

◎
承
認
案
件

　

定
額
減
税
に
係
る
規
定
等
を

追
加
す
る
町
税
条
例
の
一
部
改

正
及
び
令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
を
専
決
処
分
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、
承
認
し
ま
し
た
。

◎
報
告
案
件

◎
報
告
案
件

　

秩
父
別
振
興
公
社
の
令
和
５

年
度
分
の
事
業
報
告
及
び
庁
舎

冷
房
設
備
増
設
事
業
な
ど
、
翌

年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
経
費
（
令
和

５
年
度
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
）
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
工
事
請
負
契
約

◎
工
事
請
負
契
約

・
簡
易
水
道
施
設
計
装
設
備
更

新
工
事　

７
，
３
３
７
万
円

◎
意
見
案

◎
意
見
案

・
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実

現
に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木

材
産
業
施
策
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

・
厳
し
い
農
業
情
勢
を
打
開
す

る
改
正
基
本
法
と
関
連
法
案
を

求
め
る
意
見
書

　

以
上
２
件
の
意
見
書
案
を
承

認
し
ま
し
た
。

６月 13 日　小学６年生が議会を傍聴

議議  

会会
だ

よ

り

だ

よ

り
 発行/秩父別町議会
 編集/広報公聴常任委員会

 TEL/0164-33-2111
 （議会事務局 内線25・26）

No.142No.142

◆令和６年第２回町議会定例会◆◆令和６年第２回町議会定例会◆

　

町
議
会
を

　
　
　
　

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　
本
会
議
は
公
開
が
原
則

で
あ
り
、
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
次
回
の
定
例
会
は
、
９

月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
第
２
回
定
例
会
は
、
小

学
６
年
生
が
傍
聴
し
ま
し

た
。

お
問
い
合
わ
せ

　
秩
父
別
町
議
会
事
務
局

　
　
　
℡
33
ー
２
１
１
１

　
　
　  

（
内
線
25
・
26
）
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金
子
金
子  

利
生　

議
員

利
生　

議
員

義
務
教
育
学
校
に
お
け
る

義
務
教
育
学
校
に
お
け
る

　　

デ
メ
リ
ッ
ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て

　　

デ
メ
リ
ッ
ト
へ
の
対
応
に
つ
い
て

第
２
回
町
議
会
定
例
会

第
２
回
町
議
会
定
例
会

一
（
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

（
質
問
と
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

令
和
８
年
４
月
開
校
の
秩

父
別
学
園
で
学
ぶ
子
供
た
ち

に
対
す
る
義
務
教
育
学
校
に

お
け
る
デ
メ
リ
ッ
ト
へ
の
対

応
に
つ
い
て
、
教
育
長
に
伺

い
ま
す
。

　

義
務
教
育
学
校
の
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
た
学
校
運
営
に

つ
い
て
は
、
教
育
長
を
は
じ

め
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
検
討

し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
反
面
、

デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
小
学
校
卒
業
式

が
な
く
達
成
感
が
得
ら
れ
な

い
」、「
中
学
校
入
学
式
が
な

く
新
鮮
さ
や
期
待
感
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
い
」、「
低
学

年
の
高
学
年
に
対
す
る
遠
慮

や
委
縮
」、「
思
春
期
や
反
抗

期
な
ど
発
達
の
違
い
に
よ
る

悪
影
響
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ
ト

に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
取
組

み
や
配
慮
を
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
か
。

　

義
務
教
育
学
校
は
、
小
・

中
学
校
が
目
指
す
子
ど
も
像

を
共
有
し
、
小
・
中
学
校
に

あ
っ
た
壁
を
な
く
し
、
義
務

教
育
を
系
統
的
・
計
画
的
に

一
貫
し
て
行
う
新
た
な
学
校

の
仕
組
み
で
す
。

　

義
務
教
育
学
校
の
設
置
は
、

前
期
か
ら
後
期
ま
で
９
年
間

の
一
貫
し
た
教
育
に
よ
り
、

子
ど
も
達
の
成
長
の
節
目
に

配
慮
し
た
教
育
課
程
を
編
成

し
、
実
施
す
る
こ
と
で
義
務

教
育
全
体
の
質
の
向
上
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
に
充
実
し
た
学

び
の
環
境
を
提
供
で
き
る
も

答答
弁弁
　　
早早
川川
教教
育育
長長

の
と
考
え
ま
す
。

　

質
問
の
あ
っ
た
デ
メ
リ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
６
年
生
の
卒

業
、
７
年
生
の
入
学
は
な
く

な
り
ま
す
が
、
卒
業
、
入
学

は
子
ど
も
達
に
と
っ
て
成
長

す
る
た
め
の
重
要
な
節
目
で

あ
り
、
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
す
。
子
供
た
ち
が
心
機
一

転
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
配
慮

し
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

先
行
校
で
は
、
６
年
生
の

修
了
時
に
前
期
課
程
修
了
式
、

７
年
生
の
開
始
時
に
後
期
課

程
始
業
式
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
に
発
達
の
自
覚
を
促
す
た

め
の
儀
式
的
行
事
が
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
各
ス
テ
ー
ジ
で

子
ど
も
た
ち
が
活
躍
す
る
場

や
機
会
等
が
少
な
く
な
ら
な

い
よ
う
、
儀
式
的
行
事
も
含

め
、
学
年
段
階
の
区
切
り
も

考
慮
し
、
研
究
・
調
査
の
議

論
を
深
め
、
本
町
に
相
応
し

い
内
容
を
決
定
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

質

般

問

　
議
会
閉
会
中
の
所
管
事
務
調

査
に
つ
い
て
、
各
委
員
会
か
ら
、

次
の
と
お
り
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。

○
総
務
経
済
常
任
委
員
会

・
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

　
構
築
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

・
地
域
振
興
対
策
の
現
状
（
企

業
誘
致
・
移
住
定
住
促
進
等
）

に
つ
い
て

・
公
営
住
宅
の
状
況
と
今
後
の

整
備
計
画
に
つ
い
て

○
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

・
議
会
広
報
誌
の
編
集
及
び
発

行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

・
議
会
広
報
及
び
公
聴
の
実
施
、

調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て

○
議
会
運
営
委
員
会

　
次
期
町
議
会
（
定
例
会
ま
で

　
の
臨
時
会
を
含
む
）
の
運
営

　
に
つ
い
て

　

所
管
事
務
調
査

　
　
　
　
　
　

の
申
し
出

第２回定例会第２回定例会
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本
委
員
会
は
、
総
務
課
、
住

民
課
及
び
農
業
委
員
会
所
管
事

項
に
つ
い
て
、
担
当
者
か
ら
説

明
を
受
け
、
質
疑
応
答
及
び
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

◎
調
査
事
項
①

◎
調
査
事
項
①

「
災
害
時
の
避
難
場
所
と
備
蓄

用
品
在
庫
状
況
に
つ
い
て
」

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

　
避
難
場
所
及
び
備
蓄
用
品
在

庫
状
況
に
つ
い
て
確
認
し
た
結

果
、
町
で
想
定
し
て
い
る
災
害

に
対
応
で
き
る
備
え
は
あ
る
も

の
と
判
断
で
き
、
現
時
点
で
は

問
題
な
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
避
難
所
の
設
備
等
に

つ
い
て
、
今
年
度
、
簡
易
ト
イ

レ
を
整
備
す
る
な
ど
避
難
時
の

生
活
環
境
の
向
上
が
図
ら
れ
て

お
り
、
引
き
続
き
住
民
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら
避
難
所
設
備

等
の
充
実
を
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

◎
調
査
事
項
②

◎
調
査
事
項
②

「
職
員
研
修
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
」

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

　
受
講
基
準
や
研
修
内
容
等
を

確
認
し
た
結
果
、
適
切
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
と

な
っ
た
研
修
が
多
く
あ
っ
た

が
、
全
て
の
職
員
が
受
講
で
き

る
よ
う
配
慮
し
、
職
員
の
能
力

総
務
経
済
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

  
◇
所
管
事
務
調
査
報
告

◇
所
管
事
務
調
査
報
告

及
び
資
質
の
向
上
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
す
る
。

◎
調
査
事
項
③

◎
調
査
事
項
③

「
通
所
介
護
施
設
（
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
）
の
運
営
状
況

に
つ
い
て
」

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

　
過
去
４
年
間
の
利
用
状
況
を

見
る
と
若
干
の
減
少
傾
向
で
は

あ
る
が
、
収
支
は
良
好
で
あ
り
、

職
員
の
離
職
も
少
な
く
、
健
全

な
運
営
と
い
え
る
。

　

本
施
設
は
本
町
の
高
齢
者
福

加工センター倉庫で防災備蓄用品の加工センター倉庫で防災備蓄用品の
保管状況を確認保管状況を確認

住民課から説明を聞く委員住民課から説明を聞く委員

祉
を
支
え
る
重
要
な
施
設
で
あ

り
、
行
政
と
し
て
的
確
な
支
援

を
し
な
が
ら
安
定
的
な
運
営
と

な
る
よ
う
指
導
を
願
う
。

◎
調
査
事
項
④

◎
調
査
事
項
④

　「
認
知
症
対
策
と
家
族
支
援

状
況
に
つ
い
て
」

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

　
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
や
脳
活
事

業
な
ど
様
々
な
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

　

本
年
度
か
ら
集
落
支
援
員
等

に
よ
る
「
高
齢
者
の
社
会
参
加

促
進
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

保
健
師
と
集
落
支
援
員
と
の
連

携
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
、
認
知
症
の
予
防
に
も
繋
が

る
も
の
と
期
待
す
る
。

◎
調
査
事
項
⑤

◎
調
査
事
項
⑤

「
農
地
の
移
動
状
況
に
つ
い
て
」

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

●
調
査
の
結
果
及
び
意
見

　
令
和
元
年
か
ら
令
和
５
年
ま

で
の
５
年
間
で
32
戸
の
離
農
が

あ
り
農
地
の
流
動
化
が
な
さ
れ

た
。

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

な
ど
関
係
法
令
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
７
年
度
か
ら
農
地
の

売
買
、
賃
貸
の
仕
組
み
が
変
わ

る
が
、
法
改
正
に
対
応
し
た
適

正
な
事
務
の
執
行
を
図
り
、
担

い
手
へ
の
円
滑
な
農
地
集
積
と

併
せ
て
、
経
営
農
地
の
分
散
を

防
ぐ
斡
旋
活
動
を
望
む
。

秩父別町デイサービスセンター秩父別町デイサービスセンター

田園風景が広がる秩父別町全景田園風景が広がる秩父別町全景
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潮見発電所にある蓄電池を見学潮見発電所にある蓄電池を見学

◇
道
内
政
務
調
査
報
告

◇
道
内
政
務
調
査
報
告

先進地の先進地の

　　「あばしり電力」、「あばしり電力」、
　「知床ウトロ学校」　「知床ウトロ学校」
　　　　　　　　　　　　を視察しましたを視察しました

６
月
４
日

６
月
４
日

　
あ
ば
し
り
電
力

　
あ
ば
し
り
電
力

　
本
町
の
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ

リ
ッ
ド
事
業
が
本
来
の
目
的
を

達
成
で
き
る
よ
う
網
走
市
と
日

本
ガ
イ
シ
が
出
資
す
る
「
あ
ば

し
り
電
力
株
式
会
社
」
の
事
業

概
要
や
取
り
組
み
を
調
査
し
て

き
ま
し
た
。

　
あ
ば
し
り
電
力
は
、
網
走
市

の
遊
休
地
に
太
陽
光
発
電
設
備

を
設
置
し
、
北
海
道
電
力
取
次

業
務
を
行
っ
て
お
り
、
運
営
は

日
本
ガ
イ
シ
、
地
域
調
整
は
網

走
市
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　
事
業
期
間
は
、
設
備
の
耐
用

年
数
（
太
陽
光
発
電
設
備
及
び

蓄
電
池
と
も
に
20
年
）
を
考
慮

し
、
設
備
撤
去
期
間
を
含
み
23

年
間
と
し
て
お
り
、
こ
の
間
に

収
支
が
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

に
な
る
よ
う
な
計
画
で
あ
り
、

事
業
期
間
終
了
後
の
事
業
継
続

に
つ
い
て
は
、
株
主
間
で
協
議

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
現
在
、
潮
見
地
区
の
ほ
か
３

地
区
で
太
陽
光
発
電
所
が
稼
働

し
て
お
り
、
蓄
電
池
が
設
置
さ

れ
て
い
る
潮
見
地
区
で
は
、
停

電
時
に
配
電
系
統
か
ら
切
り
離

し
、
自
営
線
を
使
っ
て
指
定
避

難
場
所
で
あ
る
潮
見
小
学
校
等

へ
電
力
を
供
給
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
潮
見
小
学
校
で
は
、

児
童
が
再
エ
ネ
効
果
や
仕
組
み

を
身
近
に
体
験
で
き
る
「
見
え

る
化
モ
ニ
タ
」
を
設
置
し
、
環

境
学
習
の
場
と
し
て
の
役
割
を

果
た
せ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

し
た
。

６
月
５
日

６
月
５
日

　
知
床
ウ
ト
ロ
学
校

　
知
床
ウ
ト
ロ
学
校

　
令
和
８
年
４
月
に
開
校
す
る

秩
父
別
学
園
が
、
本
町
の
児
童

生
徒
及
び
町
民
に
と
っ
て
よ
り

良
い
学
校
と
な
る
よ
う
全
国
で

最
初
の
義
務
教
育
学
校
と
な
っ

た
「
斜
里
町
立
知
床
ウ
ト
ロ
学

校
」
の
取
り
組
み
を
調
査
し
て

き
ま
し
た
。

　
ウ
ト
ロ
学
校
で
は
１
～
４

年
、
５
～
７
年
、
８
～
９
年
の

３
ブ
ロ
ッ
ク
制
を
採
用
し
、
後

期
課
程
教
員
が
前
期
課
程
乗
入

れ
に
よ
る
段
階
的
な
専
科
授
業

の
実
施
や
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
充

実
（
集
会
活
動
、
遠
足
、
学
校

祭
、
運
動
会
等
）
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、
上
学
年
が
下
学
年
に

総
合
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る

な
ど
、
４
年
・
７
年
・
９
年
生

の
リ
ー
ダ
ー
性
育
成
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
最
も
特
徴
的
だ
っ
た
の
が
、

地
域
と
の
繋
が
り
を
強
化
す
る

た
め
、
教
員
、
地
域
住
民
、
保

護
者
等
約
70
人
も
の
方
が
参

加
す
る
「
も
や
い
の
会
」
を
開

催
し
、
地
域
の
人
が
子
ど
も
た

ち
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
を
知

り
、
そ
の
意
見
を
学
校
運
営
に

活
か
し
、
具
現
化
し
て
い
く
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

し
た
。
そ
の
参
加
者
の
多
さ
に

驚
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
視
察
を
通
じ
て
学
ん

だ
こ
と
を
本
町
の
た
め
に
活
か

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

ウトロ学校教頭から説明を聞くウトロ学校教頭から説明を聞く
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あ
な
た
の
声
が
ま
ち
を
豊
か
に
す
る

あ
な
た
の
声
が
ま
ち
を
豊
か
に
す
る

町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会

町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会

◇
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主

◇
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
主

催
の
議
員
研
修
会
に
参
加

催
の
議
員
研
修
会
に
参
加

◇
空
知
町
村
議
会
議
長
会
主
催

◇
空
知
町
村
議
会
議
長
会
主
催

の
議
員
研
修
会
に
参
加

の
議
員
研
修
会
に
参
加

　
６
月
30
日
、
今
年
２
回
目
と
な
る
懇
談
会
を
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
、
５
名
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
懇
談
は
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
、
地
域
公
共
交
通
の
確

保
・
利
便
性
に
関
す
る
こ
と
、
町
内
会
の
運
営
等
に
関
す
る
こ
と
、

農
業
や
介
護
分
野
に
お
け
る
人
手
不
足
対
策
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

幅
広
い
テ
ー
マ
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
議
会
全
体
で
共
有
し
、
各
委
員
会
や
議

員
活
動
の
中
で
精
査
・
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
３
回
目
の
懇
談
会
は
、
稲
刈
り
終
了
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
２
日
、
北
海
道
町
村
議

　

７
月
２
日
、
北
海
道
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
札
幌
コ
ン
ベ

会
議
員
研
修
会
が
札
幌
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
本
町
議
会
か
ら
全
議
員
が

れ
、
本
町
議
会
か
ら
全
議
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
気
象
予
報
士

　

研
修
会
で
は
、
気
象
予
報
士  

森
朗
氏
、
元
衆
議
院
議
長

森
朗
氏
、
元
衆
議
院
議
長  

大大

島
理
森
氏
か
ら
講
演
を
し
て
い

島
理
森
氏
か
ら
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

た
だ
き
ま
し
た
。

　

森
氏
は
、
地
球
温
暖
化
が
近

　

森
氏
は
、
地
球
温
暖
化
が
近

年
急
速
に
進
み
、
農
産
物
の
被

年
急
速
に
進
み
、
農
産
物
の
被

害
や
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の

害
や
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
の

発
生
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
温

発
生
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
や
防

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
や
防

災
対
策
の
重
要
性
を
訴
え
て
い

災
対
策
の
重
要
性
を
訴
え
て
い

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

大
島
氏
は
、
長
い
議
員
生
活

　

大
島
氏
は
、
長
い
議
員
生
活

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
、
人
口
減
少
な
ど
の
困
難
な

ら
、
人
口
減
少
な
ど
の
困
難
な

課
題
に
直
面
し
て
い
る
今
、
町

課
題
に
直
面
し
て
い
る
今
、
町

村
に
あ
っ
て
都
市
部
に
は
な
い

村
に
あ
っ
て
都
市
部
に
は
な
い

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
高

ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
を
高

め
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

め
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
場
の

を
す
る
必
要
が
あ
り
、
現
場
の

最
前
線
に
い
る
地
方
議
員
の
存

最
前
線
に
い
る
地
方
議
員
の
存

在
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

在
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
と
説
い
て
い
ま
し
た
。

る
と
説
い
て
い
ま
し
た
。

　

大
変
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ

　

大
変
貴
重
な
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
、
今
後
の
議
員
活
動

と
が
で
き
、
今
後
の
議
員
活
動

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月

　

７
月
1010
日
、
空
知
町
村
議

日
、
空
知
町
村
議

会
議
員
研
修
会
が
上
砂
川
町

会
議
員
研
修
会
が
上
砂
川
町

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
本
町
議
会
か
ら
８
名
の

れ
、
本
町
議
会
か
ら
８
名
の

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
総
務
省
統

　

研
修
会
で
は
、
総
務
省
統

計
局
統
計
利
用
推
進
研
究
官

計
局
統
計
利
用
推
進
研
究
官  

長
藤
洋
明
氏
か
ら
「
地
方
議

長
藤
洋
明
氏
か
ら
「
地
方
議

会
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推

会
に
お
け
る
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推

進
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講

進
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
た
。

　

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
エ
ビ
デ
ン

　

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
エ
ビ
デ
ン

ス
・
ベ
ー
ス
ト
・
ポ
リ
シ
ー
・

ス
・
ベ
ー
ス
ト
・
ポ
リ
シ
ー
・

メ
イ
キ
ン
グ
）
は
、「
根
拠

メ
イ
キ
ン
グ
）
は
、「
根
拠

に
基
づ
く
政
策
立
案
」
と
翻

に
基
づ
く
政
策
立
案
」
と
翻

訳
さ
れ
、
政
策
目
的
を
決
め

訳
さ
れ
、
政
策
目
的
を
決
め

た
う
え
で
、
手
段
と
目
的
の

た
う
え
で
、
手
段
と
目
的
の

論
理
的
な
繋
が
り
を
明
確
化

論
理
的
な
繋
が
り
を
明
確
化

し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）

し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）

に
基
づ
き
「
政
策
の
基
本
的

に
基
づ
き
「
政
策
の
基
本
的

な
枠
組
み
」
を
明
確
に
す
る

な
枠
組
み
」
を
明
確
に
す
る

取
組
の
こ
と
で
あ
り
、
自
治

取
組
の
こ
と
で
あ
り
、
自
治

体
が
抱
え
る
課
題
等
の
解
決

体
が
抱
え
る
課
題
等
の
解
決

に
は
必
要
不
可
欠
だ
と
説
明

に
は
必
要
不
可
欠
だ
と
説
明

し
て
い
ま
し
た
。

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
政
府
が
作
成
す
る

　

ま
た
、
政
府
が
作
成
す
る

統
計
デ
ー
タ
を
閲
覧
で
き
る

統
計
デ
ー
タ
を
閲
覧
で
き
る

ｅｅ--

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
の
活
用
も
薦

Ｓ
ｔ
ａ
ｔ
の
活
用
も
薦

め
て
い
ま
し
た
。
誰
で
も
Ｗ

め
て
い
ま
し
た
。
誰
で
も
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
で
閲
覧
で
き
る
の

Ｅ
Ｂ
上
で
閲
覧
で
き
る
の

で
、
皆
さ
ん
も
利
用
し
て
み

で
、
皆
さ
ん
も
利
用
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
７
月
４
日
、
北
空
知
議
会
議

長
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る
中

央
要
望
の
結
団
式
が
、
深
川
市

役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
望
団
は
、
管
内
の
市
町
議

員
10
名
で
構
成
さ
れ
、
本
町
か

ら
は
副
団
長
の
金
子
議
員
、
眞

島
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
来
る
８
月
８
日
、
国
会
に
出

向
き
、
北
空
知
地
域
が
抱
え
る

農
業
・
交
通
・
医
療
等
の
問
題

に
つ
い
て
の
早
期
解
決
を
図
る

た
め
、
衆
参
両
議
員
へ
陳
情
を

行
い
ま
す
。

北海道町村議会議員研修会北海道町村議会議員研修会

◇
北
空
知
中
央
要
望
結
団
式
が

◇
北
空
知
中
央
要
望
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

行
わ
れ
ま
し
た
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【
５
月
】

　

８
日　

退
任
議
員
親
睦
会
定
期
総
会

　

12
日　

東
京
秩
父
別
会
総
会

　

15
日　

開
町
記
念
式

　

17
日　

商
工
会
通
常
総
会

　

21
日　

全
国
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長
研
修
会

　

25
日　

札
幌
秩
父
別
会
定
期
総
会

秩
父
別
中
学
校
体
育
大
会

　

27
日　

全
員
協
議
会
・
第
３
回
町
議
会
臨
時
会

　

28
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

29
日　

秩
父
別
振
興
公
社
定
時
株
主
総
会
及
び
取
締
役
会

　
　
　
　

敬
老
祭

　

30
日　

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
定
期
総
会

　

31
日　

町
政
討
論
会
・
議
会
運
営
委
員
会

【
６
月
】

　

１
日　

秩
父
別
小
学
校
運
動
会

　

４
日　

道
内
政
務
調
査
【
網
走
市
・
斜
里
町
】（
～
５
日
）

　

10
日　

全
員
協
議
会

　

11
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　

13
日　

全
員
協
議
会
・
第
２
回
町
議
会
定
例
会

　
　
　
　

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　

20
日　

戦
没
者
追
悼
式

　

23
日　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地
創
立
記
念
行
事

　

24
日　

全
員
協
議
会
・
第
４
回
町
議
会
臨
時
会

　

27
日　

開
村
１
３
０
年
・
町
制
施
行
65
年
・
綾
川
町
姉
妹
町

　
　
　
　

締
結
45
周
年
記
念
式
典

　

30
日　

町
民
と
議
員
と
の
懇
談
会

【
７
月
】

　

２
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

３
日　

美
唄
市
議
会
行
政
視
察

　

４
日　

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
中
央
要
望
結
団
式

　

５
日　

広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　

９
日　

深
川
地
区
消
防
組
合
秩
父
別
消
防
演
習

　

10
日　

空
知
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

11
日　

北
空
知
連
合
消
防
演
習

　

22
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

　

26
日　

北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
議
員
研
修
会

議会の主な動き

編

集

後

記

　

今
年
も
も
う
半
分
以
上
が

過
ぎ
、
本
当
に
月
日
の
経
過

の
速
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
違
う
天
候
に
振
り
回

さ
れ
、
今
ま
で
の
経
験
を
糧

に
農
地
の
管
理
作
業
に
勤
し

む
。「
毎
年
一
年
生
」
と
は

よ
く
言
っ
た
も
の
で
、
日
々

葛
藤
の
連
続
で
す
。

　

議
員
生
活
も
１
年
余
り
が

過
ぎ
ま
し
た
が
、
発
見
と
勉

強
の
毎
日
で
す
。
当
た
り
前

の
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

町
長
は
じ
め
町
職
員
が
、
変

わ
り
ゆ
く
時
代
に
合
わ
せ
て

一
生
懸
命
仕
事
を
し
て
い
る

の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

自
分
の
日
常
が
多
く
の
人
達

に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
を
改

め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
色
ん
な
事
業
が

執
行
さ
れ
、
秩
父
別
町
が
一

段
と
進
化
す
る
年
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
秩
父
別
町
が
楽
し

み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
松
永
）

議会だより　No.142議会だより　No.142

◆
第
３
回
臨
時
会

　

５
月
27
日
、
第
３
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和

６
年
度
一
般
会
計
に
歯
科

診
療
所
の
診
療
体
制
変

更
に
伴
う
運
営
費
用
１
，

０
３
７
万
円
を
追
加
す
る

補
正
予
算
、
工
事
請
負
契

約
４
件
、
物
品
購
入
契
約

１
件
に
つ
い
て
審
議
を
行

い
、
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約

・
地
域
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ

ド
構
築
事
業
２
期
工
事

　

４
億
２
，
２
５
１
万
円

・
商
工
会
館
、
バ
ス
待
合

所
等
の
機
能
を
有
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
整
備
工

事
（
設
備
工
事
含
め
３
件
）

　

５
億
１
，
５
７
９
万
円

●
物
品
購
入
契
約

・
除
雪
ド
ー
ザ
ー
購
入

　
　
　

３
，
４
８
０
万
円

町
議
会
臨
時
会

町
議
会
臨
時
会

◆
第
４
回
臨
時
会

　
６
月
24
日
、
第
４
回
臨

時
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和

６
年
度
一
般
会
計
に
中
学

校
野
球
部
全
道
大
会
出
場

に
係
る
補
助
金
76
万
円
を

追
加
す
る
補
正
予
算
、
工

事
請
負
契
約
４
件
に
つ
い

て
審
議
を
行
い
、
原
案
ど

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

●
工
事
請
負
契
約

・
秩
父
別
町
義
務
教
育
学
校

増
築
工
事
（
設
備
工
事
含

め
３
件
）

　

 

18
億
８
，
４
６
３
万
円

・
農
業
集
落
排
水
機
械
設
備

工
事

　

 

１
億
３
，
７
５
０
万
円
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発
行　

秩
父
別
町
農
業
委
員
会

2024

８月号

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

農
委
だ
よ
り

◎ 農地に関することや農業者年金のお問い合わせ ◎

農業委員会事務局　　電話　0164-33-2111（内線 65 番）

農業者年金で安心で豊かな老後を！
農業者年金は、

次の要件を満たす方ならどなたでも加入できます。

Ｑ　農業者年金のよくある質問　Ａ
Ｑ 死亡一時金はありますか？

Ａ 80 歳前に亡くなった場合は、80歳までに受け取れるはずだった農業者老齢年金額の

  死亡時の現在価値相当額をご遺族（死亡当時に同一生計であった、配偶者、子、父母、孫、

  祖父母又は兄弟姉妹の順位）に死亡一時金としてお支払いします。

Ｑ 脱退は自由にできるとのことですが、脱退した場合は保険料はどうなるのですか？

Ａ 脱退した場合、脱退一時金は支払われません。それまでに積み立てた保険料は、将来、

　年金としてお支払いします。脱退後も積み立てた保険料の運用状況を毎年６月に基金か

　らお知らせします。

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

年間 60 日以上
農業に従事

国民年金第１号

被保険者
国民年金保険料納付免除者を除く

６５歳未満

※ さらに、年間 60 日以上農業に従事する 60 歳以上 65 歳未満の
 　国民年金の任意加入者も加入できます。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です。
●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが大切です。
※ 1 農業者年金に加入される方は、国民年金の付加年金（付加年金保険料月額 400 円）への加入が必要です。
※ 2 農業者年金と国民年金基金（旧みどり年金を含む）及び個人型確定拠出年金（イデコ）とは重複加入で
　  きませんのでご注意ください。

海を楽しむために～留萌海上保安部からのお知らせ～

お問い合わせ　留萌海上保安部交通課　電話 ０１６４－４２－０４１４

　夏休み期間に入り、マリンレジャーシーズンの本番を迎えていますが、留萌管内でも遊泳者、

釣り人の事故が発生しています。

　海上保安庁では、水辺のレジャー活動を安全に無事故で楽しむための情報を提供しています。

　下記ＵＲＬにアクセスまたはＱＲコードを読み込みのうえ、ぜひご利用ください。

　ＵＲＬ：https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/　

　　　　　（ＨＰ「Water safety guide」）
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資　　格  日本国籍を有し、採用予定月の１日現在 18 歳以上 33 歳未満の男女

受付期間  年間を通じて受付を行っております。

試験期日  ９月 30 日（月）～ 10 月２日（水）のうちいずれか１日

試験会場  陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

●自衛官候補生

資　　格  日本国籍を有し、採用予定月の１日現在 18 歳以上 33 歳未満の男女

受付期間  受付中～９月３日（火）

試験期日  ９月 18 日（水）～ 21 日（土）のうちいずれか１日

試験会場  陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

●一般曹候補生

●お問い合わせ先
　自衛隊旭川地方協力本部 旭川地区隊　電話０１６６-５５-０１００

令和６年度自衛官募集案内

資　　格
　日本国籍を有し、令和７年４月１日現在 18 歳以上 24 歳未満（空）

　または 23 歳未満（海）の男女（高卒・見込み含む）

受付期間  受付中～９月５日（木）

試験期日  ９月 16 日（月・祝日）

試験会場  陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）

●航空学生

資　　格  高卒見込みの方、高卒後２年を経過していない方等

受付期間  令和６年８月 22 日（木）から令和６年９月４日（水）

試験期日  令和６年 10 月 26 日（土）、27 日（日）

●海上保安大学校学生採用試験

●お問い合わせ先　留萌海上保安部管理課　

電話 ０１６４－４２－０６５６

海上保安庁職員募集案内

～海上保安庁の幹部職員を養成します。

入学後は国家公務員として給与が支給され、受験料、入学金、授業料等はかかりません。
詳しくは海上保安庁ホームページをご確認ください。
　　　https://www.kaiho.mlit.go.jp/recruitment/
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アンの秩父別タイ在記 毎月連載！
Vol.62　「タイ人観光客と農作業体験」
　皆さん、こんにちは。
　７月に入って農作業が盛んになる北海道は、外国人にとって魅力的です。
　ですから、秩父別町にも農作業体験をしたいという問い合わせがたくさん来て、
７月に秩父別町に来たお客さんの数は 22 人になりました！

　皆さんの主な目的は農作業の見学と体験です。
　例えば、ミニトマトの収穫、ブロッコリーの収穫、メロンの収穫、花の収穫などです。
　しかし、雨が降った時のために、消しゴムはんこ作りや書道教室やパステルアー
ト教室など室内で体験するイベントも用意しました。

　また、驚いたのは 22 人の内の３人はリピーターだということです。
　その 3 人のお客さんは前回の訪問時に秩父別町の皆さんのおもてなしに感動し、
お世話になった人達にお土産を渡したいと思って、また来てくれました。
　そのような話を聞いたら、私も心が温かくなりました。

　将来、もっと多くのタイ人が秩父別に愛着を持って、何度も訪れるようになって
ほしいです。

　夏場は腐敗が早いうえ、カラスなどがお供え物を食い散らかします。

　また、線香やローソクは火災予防のため、必ず火を消しましょう。

　◎お問い合わせ　住民課衛生係　電話　0164-33-2111（内線43）

 盆菓子 → 生ごみで出してください。
（包装のビニール等は必ずはずして燃やせるごみへ）

○お墓参りのお供え物は、必ず持ち帰りましょう○

○墓地区画内通路へ車の乗り入れは禁止です○

　墓地区画内の通路は、歩行者専用です。車の乗り入れはできません。

　外側通路や駐車場をご利用ください。



― 19 ―広報ちっぷべつ
令和６年８月

　　こんにちは。協力隊の小坂です。
　秩父別に来て早くも４カ月が経ち、秩父別町図書館での仕事も少しずつですが慣れてきた
ころです。
　図書館では 2カ月毎に、児童向け、一般向けにテーマを決めて本の展示をしています。
　他にも、季節や出来事に併せてミニミニ展示を開催しています。
　今回は 7月に設置した二つのミニミニ展示を紹介します。
　一つは「新しいお札の新たな顔」。新しいお札を手にした方はいらっしゃいますか？北里柴
三郎さん、津田梅子さん、渋沢栄一さんに関する本の他、これまでお札に登場した、または、
登場してもおかしくない偉人たちの本も一緒に展示しています。
　もう一つは季節の絵本展「七夕」です。北海道の七夕は 8月 7日！ですね。七夕をテーマ
とした絵本と児童書を置きました。おりひめさまを助けに、天の川へ出発する『たなばたバス』、
カエルやセブンが登場する七夕絵ほんも置きました。
　暑い夏、ふらっと図書館に遊びにきてくださいね。お待ちしています！

ちっぷべつ地域おこし協力隊 活動日記vol.39

◆お問い合わせ　住民課衛生係　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線 43）

楽しい食生活を守るために食中毒を予防しましょう！

　夏は気温や湿度が高く、食中毒の原因となる細菌の増殖が活発になり、食中毒が発

生しやすくなります。家庭での食事が原因で食中毒が起こることもありますので、食

品を扱う時は次のことに十分注意してください。

　【食中毒予防の３原則】

　　　１　細菌をつけない　

　　　　　　調理や食事の前には、よく手を洗いましょう。

　　　２　細菌を増やさない

　　　　　　食品を常温で長時間放置しないようにしましょう。

　　　３　細菌をやっつける

　　　　　　食品はしっかり加熱しましょう。



― 20 ― 広報ちっぷべつ
令和６年８月

　北育ち元気村花き生産組合から生け花の寄
贈がありました。同組合秩父別支部の越智利
政支部長から秩父別温泉に持参いただき、ス
ターチスやダリア、シネンシスなど北空知で
栽培された色とりどりの花々の作品が秩父別
温泉に飾られました。

７７
８８

北育ち元気村花き生産組合
　　　　　　　生け花の寄贈

まちのわだいまちのわだい
広報に掲載した写真をご希望の方、広報誌に関するご意見、
ご要望は、総務課広報係までご連絡ください。
※写真は電子メールによる提供も可能です。
・電　話　０１６４－３３－２１１１（内線 32・34 番）
・メール　kouhou@chippubetsu.jp

　「つながる！ちっぷスマイルプロジェクト」
の一環として、落語家の三遊亭楽春さんを講
師としてお迎えし、講演会＆落語会を開催し
ました。「笑いは健康の良薬」をテーマに小
噺などを交えながら楽しくご講演いたいたほ
か、古典落語「青菜」を披露いただき、会場
は笑顔に包まれました。

７７
1616

笑顔が紡ぐ地域の絆
　　　　講演会＆落語会開催

　秩父別消防演習が行われ、消防団員が日頃
の訓練の成果を披露しました。堂々とした分
列行進や規律訓練、基本的な機械器具操作・
動作のポンプ操法、火災発生を想定した出動
訓練と一斉放水等、力強く息の合った消火活
動を行いました。

７７
９９

訓練の成果を堂々と披露
　　　 秩父別消防演習開催
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　町交通安全協会（藤原賀津雄会長）主催の
交通安全街頭キャンペーンが町商工会館前で
行われました。日赤奉仕団やまびこの会（速
見惠子会長）と町交通安全指導員、秩父別駐
在所に協力をいただき、ドライバーに“スピー
ド出すまい”と書かれた秩父別産のお米とお
茶を手渡し、安全運転を啓発しました。

７７
1818

“スピード出すま
米

い！”
交通安全街頭キャンペーン

　町では、町内の介護・福祉関連事業所、施
設等を対象にした「介護等人材確保について
の実態調査」の結果から離職防止につながる
職員の心理的サポート体制を充実するため、
人間関係の構築につながるコミュニケーショ
ン技術等を学ぶ研修会を７月18日～19日に実
施し、町内の介護・福祉関連事業所、施設等
の職員53名が参加しました。

７７
1818

介護キャリア
　　　形成促進研修会を実施

　「飲酒運転をしない、させない、許さない」
社会の実現に向けた啓発活動が町交通安全指
導員会（金森一巳会長）主催により行われま
した。秩父別駐在所協力のもと町内の飲食店
等を訪問し、ポケットティッシュやチラシな
ど啓発品の配付を行い、飲酒運転根絶への協
力を呼びかけました。

７７
1717

町内飲食店等に啓発活動
　　飲酒運転根絶見廻り隊

新たな北海道総合計画を策定しました～北海道からのお知らせ～

お問い合わせ　北海道庁計画推進課　電話 ０１１－２０４－５６３０

　北海道庁では、北海道の更なる発展に向け、道民の皆様や様々な関係者の方々と共に行動し

ていくため、新たな総合計画を策定しました。計画の内容を分かりやすくお伝えする出前講座

も行っていますので、詳しくはこちらをご覧ください。

北海道総合計画 検索

〇北海道総合計画
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町民パークゴルフ大会
～ スポーツ協会振興事業 ～

　６月30日、町パークゴルフ場で第26回町民パ

ークゴルフ大会を行いました。初夏の陽光の下、

パークゴルフの腕を競い合いました。

　団体の部の優勝は南町内会、個人男性の優勝

は宮本壽光さん、個人女性の優勝は山森美保子

さん という結果になりました。

Board of educationBoard of education

キョウイクツウシンキョウイクツウシン

拓
魂
祭
の
様
子

ちっぷっ子夏のお楽しみ会
～ 生き活き館が歓声に包まれました ～

　７月８日、ちっぷっ子ふれあいスクールで「ち

っぷっ子夏行事」が行われました。

　代表者による読み聞かせを皮切りに、27名の

ちっぷっ子達が「虫釣り」、「輪投げ」、「ルーレ

ット」、「玉入れ競走」で競い、結果に一喜一憂

しながらゲームを楽しみました。

40
名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
！

気
持
ち
の
入
っ
た
読
み
聞
か
せ

「
虫
釣
り
」
ゲ
ー
ム

 

う
ま
く
釣
れ
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な
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第５５回拓魂祭

　７月10日、深川市拓魂広場で第55回拓魂祭が

行われました。

　雨竜屯田会連絡協議会（秩父別・一已・納内

屯田会）では、この地を拓いた屯田兵の偉業を

称えるため、毎年この時期に拓魂祭を開催して

います。諸事情により拓魂祭は今回で最後にな

りますが、秩父別屯田会は、今後も活動を続け

てまいります。

親子体験教室
～ 初めてのプール体験 ～

　７月13日、年少児とその保護者を対象に、夏

期に親子でふれあえる場として海洋センターを

紹介し、「水に親しむ」ことを目標として、プ

ール体験教室を行いました。

　当日は２組が参加し、Ｂ＆Ｇ海洋センター・

インストラクターの指導で、楽しくプールで遊

びました。

プ
ー
ル
に
慣
れ
て
み
よ
う
！

　
　
　

水
は
怖
く
な
い
よ
！
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キョウイクツウシンキョウイクツウシン

図 書 館 だ よ り
◆◇どさんこ絵本作家あべ弘士さん◇◆◆◇どさんこ絵本作家あべ弘士さん◇◆

「『あてっこ　どうぶつずかん　だれ』巡回パネル展in北海道」開催中！「『あてっこ　どうぶつずかん　だれ』巡回パネル展in北海道」開催中！
図書館では現在、北海道出身の絵本作家・あべ弘士さんの絵本

『あてっこ　どうぶつずかん　だれ』のパネル展を開催しています。

この機会にぜひご来館ください！

展示期間：８月３日（土）～８月24日（土）（毎週月曜日は休館日）

※併せて、図書展示「あべ弘士　おはなしの世界」も開催中です。

☆「絵本作家・小寺卓矢写真展」開催！☆☆「絵本作家・小寺卓矢写真展」開催！☆
絵本作家・小寺卓矢さんの写真展を開催します。ぜひご来館ください！

また、９月８日（日）は児童を対象とした小寺さんのワークショップ「ミ

ニミニ写真絵本づくり」を開催します。

詳細は図書館内のポスターをご覧ください。

展示期間：８月28日（水）～９月７日（土）

【お問い合わせ】　秩父別町図書館　電話（0164-33-2220）

○ 教育通信に関するお問い合わせ先 ○○ 教育通信に関するお問い合わせ先 ○
教育委員会社会教育・社会体育係　【電話０１６４－３３－２５５５】

秩父別町文化連盟からのお知らせ秩父別町文化連盟からのお知らせ

◆加盟団体の活動をご紹介します◆

　６月16日、スポーツセンターで、フラダンスサークルPilina Lua Hula ロケラニ秩父

別（大人のフラダンス）とレアレア子供クラス（子どものフラダンス）が発表会を行い

ました。

　会員と講師による11曲の熱演のほか、各種ワークショップも開かれ本格的な夏を前に

秩父別に南国の風が吹きました。

Pilina Lua Hula ロケラニ秩父別・レアレア子供クラス発表会
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令 和 ６ 年

７ 月 末 日

現在

人　口 ２，２０７人（－６人）

　男　 １，０４１人（－３人）

　女　 １，１６６人（－３人）

世帯数 １，０６７戸（－５戸）

７月中の動き
  出生　２人・死亡　３人
　転入　３人・転出　８人

◆◇ 戸籍の窓 ◇◆

町税等は納期までに納めましょう

　８月 26 日（月）は、町税等（町道民税・固定資産税・国民健康保険料）の第 2 期の納期限です。

納め忘れのないようにしましょう。

　お問い合わせ　総務課税務係　電話　0164-33-2111（内線 35）

德永　凌
り く

久ちゃん

ママ　 愛生さん

（ 中央西 町内 ）

HHaappppyy  BBiirrtthhddaayy!!
ち っ ぷ っ 子ち っ ぷ っ 子

７月20日７月20日
生まれ生まれ
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！

個人事業税の納税相談は、深川道税事務所まで

　９月２日（月）は、個人事業税第１期の納期限です。８月８日（木）に納税通知書を送付

しています。

　●納期は９月（第１期）と 12 月（第２期）の 2 期に分かれています。

　　（年額が１万円以下の場合は、９月の第１期のみです。）

　●年の中途で事業を辞めた方の納期については、別に指定します。

　お問い合わせ　空知総合振興局深川道税事務所　電話　0164-23-3578

町公式 LINE（ライン）の
お友達登録について

友達登録用
二次元コード

　新型コロナワクチン接種予約や住民健診
予約で活用していた町公式 LINE（ライン）
を大幅にリニューアルしました。
　町から生活に役立つ情報や防災情報など
をお届けするほか、防災無線の通知やごみ
出し日の通知ができるようになりましたの
で、お友達登録がお済みでない方は、ぜひ
登録してください。

お問い合わせ　企画課まちづくり係
　電話　０１６４－３３－２１１１（内線 72.73）

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

町
内
名
　
氏
　
　
名
　 

父
の
名

　

旭　
　

越
智 

夏か

い

と

一
翔 

大
貴

お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

町
内
名
　
氏
　
　
名
　  

年
齢

中
央
西　

尾
垣　

忠
義　

89
歳

　

旭　
　

高
田　

博
好　

76
歳

駅　

前　

出
渕　

一
賢　

76
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）


